






   

  CAP プログラム            ◎小学生プログラム ◎就学前プログラム〔30分＋トークタイムを３日間〕    

  子どもワークショップ      ◎中学生暴力防止プログラム（日本限定版）〔90分＋トークタイムを2日間〕   

 

 

     

   CAP では、子どもが被害にあいやすい理由を分析し、その背景に3つの要因をあげています。 

    そして、その要因の理由分析に基づいてどうしたらいいのかを伝えます。 

【３つの要因】     【要因のままだと】  【CAP が提供すること】 
 

     

       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子どもワークショップは、暴力というテーマを、子どもたちが楽しみながら参加できるように工夫

されています。子どもたちはロールプレイ（役割劇）を見て話し合いをしながら、CAP スペシャ

リストと一緒に何ができるのかを考えていきます。年齢に応じて歌や人形劇も取り入れています。

子どもワークショップはクラス単位での実施を基本とします。 

          ※子どもワークショップの実施前に、必ずおとなワークショップを開催する必要があります 
 

 

CAP小学生プログラムの内容 （約70分＋トークタイムを１日） 

             

       

        

 

  

       

     
               
 

トークタイム                   

トークタイムは復習の時間ですが、子どもが今まで誰にも話さなかったことをCAPスペシャリス

トに打ち明ける場合があります。先生(学校)の関与が必要な事例に関しては、子どもの了解を得て

（場合によっては子どもを説得して）先生(学校)につなげます。

      

 

 

   『どうして子どもは                 

    被害にあいやすいのでしょうか』 

 

子どもの 

けんり 

安心 

自信 

自由 

ロールプレイと話し合い 

・いじめ 

（子どもどうしの暴力） 

・誘拐 

（知らない人からの暴力）

・性暴力 

（知っている人からの暴力）

先生ロー

ルプレイ 

(信頼でき

る大人に

相談する)

ト
ー
ク
タ
イ
ム 

導入 

子どもは一人前として

扱われていない 

(社会的弱者として扱

われている) 

どうなる 
人は誰でも｢安心｣して｢自

信｣を持って｢自由｣に生きて

良いことを伝える 

《人権意識を育む》 

子ども自身の感

覚･感情･考え方が

尊重されにくい

要因に対してどうする 

子どもは暴力に関して

よく知らない 

(教えられていない) 

どうなる 

｢安心｣｢自信｣｢自由｣が感じら

れない時、自分を守るために

NO(｢いや｣と言う)･GO(逃げる、

その場を離れる)･TELL(誰かに

話す)の３つの方法があること

を伝える 

《子どものエンパワメント》 

どうしていいかわ

からない 

(判断に困る) 

要因に対してどうする 

子どもは支援や援助か

ら切り離されている 

(孤立している) 

どうなる 子供同士で助け合う練習を

する･大人に相談することを

提供する 

《子どものエンパワメント》 

どうしたら助けて

もらえるかがわか

らない(援助の求

め方を知らない) 
要因に対してどうする 




